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「ヘンゼルとグレーテル」の類話について 














「ヘンゼルとグレーテル」は『国際昔話話型カタログ』（The Types of 
International Folktales）では、327A に分類される。これは、アールネ（Antti Aarne）







                                                                 





（Verzeichnis der Märchentypen）にアメリカのトンプソンが番号を多数追加し、1928 年
に改訂版を出した。トンプソン自身がこれを拡充し、1961 年に『昔話のタイプ・イン
デックス』（The Types of The Folktale）第三版として出版した。2004 年には、ドイツの
ウターがさらなる改訂版（The Types of International Folktales）を出した。これは日本語
に翻訳された。ウター『国際昔話話型カタログ 分類と文献目録』加藤耕義訳、小澤昔
ばなし研究所、2016 年。本稿での引用にはこの日本語訳を用いる。 
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集号（１）』270 号、2014 年、43-65 頁。グリム童話への批判に関しては以下の論文に
詳しい。Wardetzky, Kristin: „ … die Märchen in den Ofen feuern!“ Der Märchenstreit im 
Nachkriegsdeutschland. In: Märchen, Mythen und Moderne. 200 Jahre Kinder- und 
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そこで、「ヘンゼルとグレーテル」の挿絵のうち戦前にドイツで描かれたも
のを詳細に調査したところ、グレーテルがパン焼き窯に魔女を押し込んで殺













グリム兄弟が 19 世紀に『子どもと家庭のための昔話集』10 を編纂して以降、
各地で同様の収集が試みられた。そうして集められた多数の昔話によって、
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von Gertrud Caspari. Leipzig 刊行年不詳。  
10 Kinder- und Hausmärchen. 通称「グリム童話」だが、以下『昔話集』と略す。 
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各地に似た話が存在することが明らかになったのである。「ヘンゼルとグレー
テル」も例外ではなく、たとえば、ドイツのゲッティンゲン市にある『昔話

























                                                                 
11 Enzyklopädie des Märchens. Hrsg. v. Kurt Ranke u.a. Berlin 1977ff. Bd. 6, S. 500. 
12  Kinder- und Hausmärchen gesammelt durch die Brüder Grimm. Dritter Band. Dritte 
Auflage. Göttingen 1856. 以下、引用時には „KHM Bd. 3“ と略記する。 
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14 ドーノア夫人、ドルノワ夫人とも表記される。 
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グレーテル」の項には「Cavallius の 14 頁、26 頁」21 とある。これは Hyltén- 
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23 Hyltén-Cavallius/Stephens 1848, S. 18-19. 
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しては、いくつもの先行研究がある。Rölleke, Heinz: August Stöbers Einfluß auf die Kinder- 
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27 さらに、1825 年の『昔話集』「小さい版」のテクストも同じであるため、Pocci の版
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そこで、若い女は、その老女が「目の雌犬」であると気が付きました
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40 Stier, G.: Ungarische Sagen und Märchen. Aus der Erdéltyischen Sammlung übersetzt von 
G. Stier. Berlin 1850. 
























フカ（Georg Polívka 1858-1933）が拡充させている。42 二人は広範な調査を
行ったため、「ヘンゼルとグレーテル」への注釈は、正味 11 頁で 12 頁にわた
る。とりわけグリム兄弟の『注釈集』よりも後に刊行された昔話集に関して
の情報が参考になる。本稿で着目する場面「魔女をかまどの中に押し込む」
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48 アファナーシエフは、グリム兄弟の仕事にならって『ロシア昔話集』を刊行した。




50 Bolte/ Polívka 1994, S. 119. 
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51 金本源之助訳『アファナーシエフ ロシアの民話』別巻、群像社、2011 年、80 頁。 
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ATU 327 の昔話 
 
さて、本稿の冒頭において指摘したように「ヘンゼルとグレーテル」は『国
際昔話話型カタログ』の ATU 327A に分類される。ATU 327 は「子どもたち
















下同様）53 とある。ATU 327 F にも「魔女の娘が少年を焼こうとすると、少年





                                                                 
52 327E は『昔話のタイプ・インデックス』（1961 年）では „Abandoned Children Escape 
from Burning Barn“ であったが、ウターによる改訂版において見直された。 
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家族に出す」61 という箇所がある。ATU 327F にも同様に「少年は木の上に隠
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れ、魔女が自分の娘を食べたのだと魔女に告げる」62 というところがある。さ
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こうしてみると、ATU 327A タイプの話に限らず、ATU 327 の類話には「か
まどに押し込む」場面が含まれることが少なくないことが分かる。その上で、
代わりに焼かれた人が（しかもその肉親に）食べられることも、ATU 327 で
は、C, F, G のタイプに付随することがある。 
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敷きにした「ヘンゼルとグレーテル」は、ZDF 局系列の „Märchenperlen“ シリー
ズでは 2006 年に、ARD 局系列の „Sechs auf einen Streich“ シリーズ72 では
2015 年に初めて放映されたが、それらの（一部 CG を含んだ）実写版グリム
童話では、多少のアレンジは加えられているものの、この場面が映像として
提示されているのである。 
                                                                 
72 このシリーズのうち 16 作品が、日本では LaLa TV において一話完結ドラマ「実写
版「グリム童話」」として 2013 年 3 月から 7 月にかけて放送された。「ヘンゼルとグレー
テル」はドイツでの放映が 2015 年であるため、含まれていない。 
